
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

土木工事の電子納品運用ガイドライン(案) 

新旧対照表 

 
 
 

平成 25 年 8 月 

奈良県県土マネジメント部 

 
・現行は、平成 17 年 4 月版 （青色は、本改定で削除または修正となる部分） 

・改定は、平成 25 年 8 月版 （赤色は、本改定で削除または修正となる部分） 
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（表紙） 表紙 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 
 
表紙 

 

 
表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更（改訂年月） 

 

 

 

 

・変更（部署名） 

 

平成 25 年 8 月 
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（P1、2）１．本ガイドライン（案）の取扱い 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 
 
１． 本ガイドライン(案)の取扱い 

1.1 目的 

 

 

 

1.2 電子納品の定義 

（中略） 

 
1.3 標準的な電子納品の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１． 本ガイドライン(案)の取扱い 

1.1 目的 

 

 

 

1.2 電子納品の定義  

（中略） 

 

1.3 標準手的な電子納品の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更(ガイドライン対象

者) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・削除 

「現場における電子納品

に関する事前協議ガイド

ライン」が古く適用外とし

たため 
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（P3）１．本ガイドライン（案）の取扱い 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 
 
1.4 要領・基準類の相互関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.4 準拠する要領・基準類 

 
 
 
 
削除 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

（タイトル） 

 

・削除 

古い要領・ガイドライン

の関係のため 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

奈良県の適用要領・基

準と明記 

土木設計業務の電子納

品ガイドラインの記述と

統一化 
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（P3）１．本ガイドライン（案）の取扱い 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 
 
1.4 要領・基準類の相互関係 

 

（中略） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1.4 準拠する要領・基準類 

 
（中略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

（タイトル） 

 

 

 

 

 

 

・変更 

適用要領の策定年月を

H20.5 ベースに変更 

国交省工事の最新の要

領・基準の改定年月は

H22.9 だが、情報共有の

利用を前提にしているた

め採用しない。 

また他の多くの自治体も

非採用。 
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（P4）２．電子納品の対象範囲 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
2．電子納品の対象範囲 

2.1 電子納品の対象とする成果品 

 （中略） 

 

2.2 電子納品の対象とする資料の範囲 

   

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 電子納品対象資料(工事)と資料の格納場所 

 
2．電子納品の対象範囲 

2.1 電子納品の対象とする成果品 

 （中略） 

 

2.2 電子納品の対象とする資料の範囲 

  

 

 

 

 

 

 

  

（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 電子納品対象資料(工事)と資料の格納場所（一般土木）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更（DTD） 

適用要領変更にともな

う DTD バージョン変更 

 

 

 

 

 

 
 
 
・追加 

国交省フォルダ構成の

改訂により BORING（地

質フォルダ）の追加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・変更 

電気、機械と区別する

ため 
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（P4）２．電子納品の対象範囲 

現 行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
表 2-2 電子納品対象の工事関係書類と電子納品収納フォルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 2-2 電子納品対象の工事関係書類と電子納品収納フォルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・削除 

工事完成調書 

書類の定義が不明確

なため削除 

 

 

 

 

 

 
 
 
・追加 

国交省フォルダ構成の

改訂により BORING（地

質フォルダ）の追加 
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（P7）3．電子納品発注準備における電子納品の留意事項等 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
3.3 発注図書の準備 

3.3.1 発注図書の作成の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （中略） 

 
図 3-1 発注図書作成の流れ 

 
3.3 発注図書の準備 

3.3.1 発注までの手順 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 

 
 

図 3-1 発注までの手順 

 

 

・変更 

フローの変更に伴いタ

イトル変更 

 

 

・変更 

発注図書作成の流れ

が分かりづらく、電子納

品に関係のない部分も

含 ま れ て い た た め 、

「CAD 製図基準運用ガ

イドライン(案)H21.6」の

発注までの手順に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

フローの変更に伴いタ

イトル変更 
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（P8）3．電子納品発注準備における電子納品の留意事項等 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
3.3.2 発注図の準備・作成 

 

 （中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 3-2 ファイル名の変更例 

 
3.3.2 発注図の準備・作成 

 

 （中略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2 ファイル名の変更例 

 

 

 

 

 

・変更 

古い CAD 基準 H16.6 を

もとにした内容のため、

今回適用とした CAD 基

準 H20.5 の内容に変更 
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（P9）3．電子納品発注準備における電子納品の留意事項等 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
・レイヤ名の変更 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ファイルの引渡し 

 
 
 

 

 

 
・レイヤ名の変更 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ファイルの引渡し 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

・変更 

古い CAD 基準 H16.6 を

もとにした内容のため、

今回適用とした CAD 基

準 H20.5 の内容に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

奈良県運用のシステム

を反映した形に変更 

(電納ヘルパー発注者版) 

 

 

・変更 

重要なので強調表示 
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（P10）3．電子納品発注準備における電子納品の留意事項等 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
3.3.3 設計図書の作成 

 

 

 

3.3.4 発注用 CD-R の作成 

 

 （中略） 

 

表 3-1 発注用 CD-R での電子納品格納フォルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

削除 

 

 

3.3.3 発注用 CD-R の作成 

 

 （中略） 

 

表 3-1 発注用 CD-R での電子納品格納フォルダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （中略） 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

・削除 

特に必要のない記述の

ため削除 

 

 

 

 

 

 

 

・削除 

工事完成調書 

書類の定義が不明確

なため削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

重要なので強調表示 
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（P11）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4．電子納品の実施 

4.1 受発注者間協議 

 （中略） 

 
 

 

 

 

（受注者への指示事項） 

 

 

 

 

 

 （中略） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4．電子納品の実施 

4.1 受発注者間協議 

 （中略） 

 
 

 

 

 

（受注者への指示事項） 

 
 
 
 
 
 （中略） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

・変更 

チェックシートページ変

更 

 

 

 

 

・変更 

DVD-R も協議により使

用可とする 

 

 

 

・変更 

電子納品対象範囲は

あくまでも奈良県ガイド

ラインで示す範囲とす

る 

 

 

 

 

 

 

・変更 

ファイル容量ではなく、

メールの添付ファイル

容量を確認する 
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（P12）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.2.2 工事管理ファイルの取り扱い 

（1）成果品の管理項目 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.2.2 工事管理ファイルの取り扱い 

（1）工事管理項目 

 （中略） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

・変更 

タイトル変更 

 

・変更(工事番号) 

特に明記していなかっ

た項目を、土木事務管

理システムの固有の番

号とした。 

 

 

 

 

・追加（住所情報） 

合併した市町村のコー

ドの運用を明記した 

 

 

 

・追加（境界座標情報） 

座標情報を「99999999

（対象地域なし）」を使

用しないように明記 

 

 

・追加 

境界座標入力支援サ

ービスの URL を追加 
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（P12-13）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 （中略） 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 （中略） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

・変更(INDEX_C.XML) 

適用要領の変更にとも

ないINDEX_C.XML記入

例を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・追加（工事番号） 

問合せの多い重要事

項のため、吹き出しで

補足説明 
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（P14）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.2.3 図面ファイルの取り扱い 

 （中略） 

 

 2) ファイル名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.2.3 図面ファイルの取り扱い 

 （中略） 

 

 2) ファイル名 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 （中略） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変更 

CAD 基準の変更に伴

い修正 

 

 

 

 

 

・変更 

適用する CAD ガイドラ

インの改訂年月の修正 

 

 

 

 

 

・追加 

「追加図面種類」にも記

述しないと電子納品検

査システムでエラーが

でるため追加 
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（P16）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

 

 

表 4-2 完成図提出の作成 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 （中略） 

 
 

表 4-2 完成図提出の作成 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

・追加 

SXF Ver2.0 レベル 2 固

定では、背景色などの

問題があるため“以上”

の記述を追加 

 

・追加 

「新規レイヤ名」にも記

述しないと電子納品検

査システムでエラーが

でるため追加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・追加 

データの互換性を考慮

して CAD データはでき

るだけ SXF（SFC）が望

ましい記述を追加 
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（P17-18）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.2.4 工事写真ファイルの取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 電子成果品の作成 

 （中略） 

（1）成果品の管理項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.2.4 工事写真ファイルの取り扱い 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
  
 
 
 

 
 

4.3 電子成果品の作成 

 （中略） 

（1）成果品の管理項目 

 

 

 

 

 

 

・変更 

写真の解像度を 100 万

画素以上とするデータ

容量が肥大する可能性

もあるため 100～200 万

画素程度に変更 

 

・追加 

写真の管理上、写真区

分や工種、種別等の情

報の記入を明記 

また撮影箇所も重要な

情報のため出来る限り

記入するよう記述 

 
 
 
 

・追加 

協議によりDVD-Rの使

用を認める 

 

・追加 

DVD-R のフォーマット

は、ISO9660 の規格も

読み込める UDF bridge

とする 

 

・追加 

間違いが多いためラベ

ルの工事番号の説明を

追加 
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（P21）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.3.4 成果品 CD-R が複数枚に渡る場合の対応 
 
 
 
 
 
 
 
4.4 電子データを用いた書類検査 
4.4.1 電子成果品の受け取りから保管までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

図 4-2 電子成果品の受け取りから保管までの流れ 

 

 

 
4.3.4 成果品 CD-R が複数枚に渡る場合の対応 
 
 
 
 
 
 
 
4.4 電子データを用いた書類検査 
4.4.1 電子成果品の受け取りから保管までの流れ 

 
 

 
 

 

 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

 （中略） 
図 4-2 電子成果品の受け取りから保管までの流れ 

 

 

 

・修正 

設計工事→設計業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・修正 

書類検査前に発注者も

電子納品検査システム

により確認する手順に

修正 
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（P22）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.4.3 準備と実施 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.4.3 準備と実施 

 （中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・追加 

本ガイドラインの記述を

追加 

 

・追加 

奈良県導入の電子納

品検査システムを用い

て確認する記述を追加 

 
 
 
 

・追加 

電子納品検査システム

による写真の確認事例

を追加 
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（P23）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 
4.4.4 電子成果品（CD-R）の内容確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4.4.3 電子成果品（CD-R）の内容確認 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・追加 

奈良県導入の電子納

品検査システムを用い

て確認する記述を追加 

 
 
 

・変更 

国交省のダウンロード

先の変更 

 

 

・追加 

国交省のチェックシス

テムではチェックできな

い箇所があり、目視確

認が必要なことを追加 

 

・削除 

国交省チェックシステム

のバージョンがかなり

古いため削除 
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（P26）4．電子納品の実施 

現行（平成 17 年 4月版） 改 定（平成 25 年 8月版） 適 用 

 

4.6 問い合せ連絡先 
 
 

 

 

 

 

 

 

5 付属資料 
5.1 参考資料の入手先 URL 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 用語解説 

 

 

 

 

 
 

  

（中略） 

 

 

4.6 問い合せ連絡先 
 
 

 

 

 

 

 
削除 

 

 

 

 

 

 
削除 

 

 

 

 

・変更 

部署名の変更 

 
 
 
 
 
 
 

・削除 

電子納品の要領・基準

の入手先は国交省であ

り、本文中に URL を記

述してあるため削除 

 

 

 

 

 

 

 

削除 

CALS が普及した現時

点では、用語解説は不

要なため削除 

 


